
感 想 集 



映画「生きる」－大川小学校 津波裁判を闘った人たち－松江上映会 

 

【日時】2023年１月１５日（日） 

【上映時間】①10：00～12：00 ②14：00～16：00 

【監督・原告遺族のステージトーク】①12：00～13：00 ②16：00～17：00 

  佐藤美広共同代表、今野浩行前原告団長、今野ひとみさん、寺田和弘監督 

【会場】 松江市民活動センター（スティックビル）５０４ 

    松江市白瀉本町 0852-32-0800 

【入場料】１０００円（介助者無料） 

【主催】和輪羽の会 

「島根県委託事業・みんなで学ぶ人権事業」 

山陰地区特別上映会【日本語字幕版】 

 ※バリアフリー音声ガイドはHELLO! MOVIEアプリに対応 

【問合先】090-3638-5438 森 

【後 援】松江市、フォーラム平和・人権・環境しまね、部落解放同盟島根県連合会、在日本朝

鮮人総聯合会島根県本部、朝日新聞松江総局、山陰中央新報社、毎日新聞松江支局、読売新聞松

江支局 

 

 2011年3月11日の東日本大震災で、宮城県石巻市の大川小学校の児童が津波に呑まれ、74人

（うち4人は、11年たった今も行方不明のまま）、１０名の教職員が亡くなった。学校の管轄下で

これほどの犠牲を出したのは、大川小学校だけだ。親たちは子どもの死に、納得がいかなかっ

た。 

 地震から津波の到達まで51分もあったのに、子どもたちはなぜ避難しなかったのか。校庭のす

ぐ後ろには授業でも登る山があり、子どもたちもよく知っていた。その山なら、校庭から約1分



で避難できたのに。 

 映画『生きる～大川小学校津波裁判を闘った人たち～』(監督：寺田和弘）は亡くなった子ども

の遺族らが、その日学校で何が起きたかを知るために裁判を起こし、勝訴判決を勝ち取っていく

ドキュメンタリー映画である。 

 あまりに衝撃的な事実と、行政側の対応のひどさ、何より、真実を求めて証拠や証言を集め続

ける遺族の粘り強さによって、大川小での出来事は、多くのニュースやドキュメンタリー番組で

取り上げられた。 

 

 だが、完成した映画『生きる～大川小学校津波裁判を闘った人たち～』は、ただ悲惨な事件を

伝え、犯人捜しをするだけのものではない。子どもの命を預ける学校と言う場はどうあるべきな

のか。どんな組織であれば子どもたちは死なずに済んだのか。二度とこのような悲劇を起こさな

いため何をしたらよいのか。未来に向けたメッセージになっている。 

 



 

 



来場者の感想 
 

●映画を見て、お話をたくさん聞かさせてもらって勉強になりました。「子どもたちが生きていく」こ

とについて、今後も考えていきたいと（命を守る）思いました。 

 

●今井書店のカウンターにタイトルが書いてあり気になって調べた 

前日にこの映画の事を知ったので、ものがあまりに重いのとトークショーがあるというので、逆に来る

事に覚悟がいりましたが、来てよかったです。 

事故→事故になっていく、災害であったところから、お子さんを亡くされた悲しみだけではなく、教育

委員会、行政の人からさらに苦しみを重ね、真実を知りたいから立ち上がられて防災について伝えたい

傷つく事があるかもしれないのにここに来てくださってありがとうございました。「お金目的」と言っ

ていた人もこの映画をみたら考えがかわるでしょうか？この事実を知ることから全てがはじまると思い

ます。、判決を一旦区切りがついたかもしれませんが、経過でありここから未来なんだと感じます。こ

の映画が各地で広まって、またそれが大川に戻ってみんなの理解が広がり深まればいいなと思います。

今日はこの機会をありがとう。 

  

●多くの方に観ていただける形にしていただきありがとうございました。全てをあらわせてるとは思い

ません。これから懸命に考え、想像し、命の重みを考えていくことを努めていきたいと思います。 

 

●貴重な重い映画でした。また経験者、

裁判を闘われた方々の聞き取りも貴重で

した。ハンセン病資料館とかでは裁判資

料とかもなかったりするので是非とも災

害遺族の展示施設に興味を持つ人が読め

る様に設置する様にしてほしい。その展

示のために署名とか有れば協力したい。 



 

●裁判に勝ててよかっかです。こんな苦労があったことを映画で初めて知りました。後の予定がありト

ークイベントを最後まで参加できず申し訳ありませんでした。 

 

●大川小学校のこと、また裁判について少しは情報として知っていましたが、遺族の方への説明会から

のビデオ・様子からほんのわずかではありますが流れがつかめることができたのは貴重な映画だと思い

ます。裁判でかたちでは、勝ったわけですが家族の方のお話にあったように本当が知りたいと子どもた

ちのその時の様子は何もわからないし本当につらいことです。 

今回のこの映画を知ることはまず一歩ここから何を学ぶか、他の人に伝えたいかが今後の課題だと思い

ます。 

 

●反省のない事がつらいを繰り返す。戦争責任をあいまいにする事が次の戦前に入ってきた原因。危機

に立ちむかう真の勇気をつくりたい。 

 

●考えさせられました。行政の考えが納得できない常日頃。 

 

●いろいろ考えさせられました。ありがとうございました。  

 

●胸に迫る映画でした。真実を知りたいだけなのに、こんなにも心身疲労させてちかわなければいけな

かったのかと。考えさせられました。 

 

●公務員の公私の区別がつかない風評が

気になる。そして責任逃れの為に（証拠

隠蔽）公文書を破棄、改ざんすることが

腹立だしい。行政の無責任さが一番の問

題か！ 

 

●遺族の方が、そのつど的確な裁判をし



て前に進んでおられる姿に感動しました。 

子どもを失うというつらさははかりしるはないですが、一丸となって正義を貫かれたことは社会体制に

一石を投じる歴史に残る出来事だと思いました。映画の形で分かりやすく伝えていただきありがとうご

ざいました。コロナがあり現場で手を合わせれなかったので今回のイベントはうれしかったです。 

 

●4年前に大川小に行ってずっと「なぜ山に避難しなかったんだろう」と思っていました。命より大切

なものはないことを改めて感じさせられ学校はもちろんすべてのところで人の命が大切にされ、まもら

れるようにしなければいけないと強く思いました。 

 

●大川小学校で何が起きたのか？ 

何故知らなかったのか？少しだけ知ることができました。一応裁判で勝訴したとはいえ心のモヤモヤが

かなりあるなと感じました。大人の勝手な想像や無駄な忖度で子供たちを危険にさらすことはしてはい

けないと思っています。だから大人も子供もしっかりした根拠を見る目を養うことが必要だと思いまし

た。 

 

●映画はスタート時（第1回説明会時）私にはどちらの立場もともに辛く感じました。マスコミ情報も

十分にキャッチできていないかは（していなかった）自分だったので今回参加した。今回の映画に真実

を理解することができた。観てよかった。親ごさんの達の大変な（辛い 苦しい‥）状況をもっと多く

が知るべき「学校を最後の場にしてはい

けない」この言葉は改めてズキってき

た。今回のような災害だけではなく、

日々の学校（保育施設も含め）生活の中

で生命にかかわる何か起こりうるのかを

知り想定し子ども達の生命を守るための

方策と（子ども達自身も）職員全員で共



有し、できるような仕組みが必要あり。このような事例を大切に他の学校等全体に拡がり行動化につな

がるようなって願いたい 活かしていかなければならない！！ 

文科省にもっと働きかけ学校現場で観てもらえるように！！ 

 

●平成22年職場でテレビの映像をみてボランティアも考えたが60才前でらさありやめた。 

昭和49年の半年間研修した仲間と平成26年に40年記念として仙台に集まり、宮城県の方に松島〜岩

手県南部を案内してもらった。大川小学校へも行き、なぜ山に逃げなかったのか疑問に思っていた。 

南三陸町？前日避難訓練をして高台の境内に逃げ、さらに上部へ移動したことも伺った。 

映画において、説明会、検証会の映像で状況がわかった。 

まわりの教育関係者には、大川の状況を見に行くように伝えてる（百聞は一見にしかず） 

近い将来被災地の復興を見に行きたいと思う。 

保育所〜中学校の防災・避難訓練計画を実施した事をたよりで父母にフィードバック（保護者・PTA）

から要求すべきと思う。 

 

●今日は島根県までお越しいただき、貴重な映像とお話を聞かせていただいて、ありがとうございま

す。私自身2人の子を持つ親として、絶対に子どもの最後の場所が学校であってはならないと思いまし

たし、少し想像しただけでも辛く、ご遺族の方の悲しみや怒りを考えると、当然の行動であると感じま

した。是非全国の学校の先生方にも是非みていただきたいと思いました。私も災害が発生した時に自分

が命を守る事を、家族の命を守る事を考

えて、日々の生活に活かしたいと思いま

す。ありがとうございました。 

 

●私は3年前に大川小学校を訪れ、現地

の状況について話を聞きました。大川小

学校における事故は、子ども達を初め



て、多くの尊い命を奪いました。この教訓を学校教育の場で活かさなければならないと思っています。

私は3年前に学校現場を退職しました。その後縁があって県内の小中高特学校の校長を対象とした（リ

スクマネージメント）研修の講師を受けています。その研修の最初に大川小学校の学校事故を一緒に考

えます。教育関係者にとっては決して他人事ではありません。 

自分がその場に居たら、どう行動したのか、出来たのか、2度と繰り返さないために（学校が子ども

の命の最後の場所になってはいけない）の言葉を胸に私にできる事を進めて行きたい。貴重な映画を、

沢山のいただき本当にありがとうございました。 

 


